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市制施行50周年を迎えます
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略
歴

「
奏
」と
い
う
字
に
は「
音
楽
を
奏
で

る
」の
ほ
か
に
、「
物
事
を
成
し
遂
げ

る
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

字
を
体
現
し
て
い
る
人
こ
そ
、
市
内
大

山
在
住
の
笛
演
奏
家
・
福ふ

く

原は
ら

洋よ
う

子こ（
本

名 

尾お

崎ざ
き

洋
子
）さ
ん
で
す
。

◇

福
原
さ
ん
は
、
７
月
17
日
の
文
化
審

議
会
に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
へ
の
答
申

に
よ
り
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財「
長

唄
」の
保
持
団
体「
伝
統
長
唄
保
存
会
」

会
員
と
し
て
総
合
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

内
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
10
月
９
日
、
大
臣
に
よ
る
官

報
告
示
で
正
式
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

国
の
無
形
文
化
財
保
持
者
の
誕
生
は
、

本
市
初
の
快
挙
で
す
。

◇

「
笛
は
喜
怒
哀
楽
と
い
っ
た
感
情
を

表
現
で
き
る
繊
細
な
楽
器
。
基
本
を
忠

実
に
守
り
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
音
を

大
切
に
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。
伊
勢
原

の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
長
唄
の
奥
深
さ

や
笛
の
面
白
さ
を
伝
え
る
機
会
が
あ
れ

ば
」と
語
る
福
原
さ
ん
。

和
の
調
べ
を
極
め
た
だ
け
で
な
く
、

過
去
に
は
母
校
で
あ
る
東
京
芸
術
大
学

の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
後
進
の
育
成

に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
新
潟
県

に
あ
る
け
い
こ
場
や
、
東
京
都
内
に
約

20
人
の
弟
子
が
い
る
そ
う
で
す
。

福
原
さ
ん
が
奏
で
る
伝
統
の
音
色

は
、
こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

伊勢原市長　

～
市
内
初
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
が
誕
生
～

重
要
無
形
文
化
財
…
日
本
の
伝
統
芸
能
や
工
芸
技
術
の
う
ち
特
に
価
値
の
高

い
も
の
を
指
定
し
、
そ
の
体
得
者
が「
保
持
者
」と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
認
定
方
式
に
は「
各
個
認
定
」「
総
合
認
定
」「
保
持
団
体
認
定
」が
あ
り
、

各
個
認
定
の
保
持
者
は
一
般
に「
人
間
国
宝
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

長
唄
…
江
戸
時
代
に
歌
舞
伎
の
音
楽
と
し
て
発

祥
。
唄
、
三
味
線
、
鳴
物（
鼓
や
笛
な
ど
）か
ら

構
成
さ
れ
、
後
に
歌
舞
伎
か
ら
独
立
し
た
音
楽

と
し
て
も
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
16
年
生
ま
れ
。
大
山
在
住
。
東

京
芸
術
大
学
邦
楽
科
卒（
長
唄
囃は
や

子し

１
期
生
）。
結
婚
を
機
に
、
25
歳
で

伊
勢
原
に
。
人
間
国
宝
の
四
代
目
寶た

か
ら

山さ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

に
師
事
し
、
上
野
奏
楽
堂

で
の
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
、
数
多

く
の
演
奏
会
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

令和2（2020）年 No.121011月1日

新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

市長メッセージ
齢者の重症化リスクや医療機関の負担を軽
減するため、65歳以上の方のインフルエン
ザ予防接種を無料にしています。多くの方
の接種をお願いします。
また、感染ルートとして家庭内での感染
事例が見受けられます。帰宅したらすぐに
手を洗う、料理は小皿に取り分ける、室内

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に
向けた取り組みにご協力いただき、心より
感謝申し上げます。
さて、これからの季節は、季節性インフ
ルエンザと新型コロナウイルス感染症の同
時流行に注意が必要です。市では、コロナ
禍の下、インフルエンザの流行を抑え、高

の換気をするなど、できる限りの感染防止
に努めてください。
市では今後も関係機関などと連携しなが

ら、感染拡大防止に全力で取り組んでまい
りますので、市民の皆さまのご理解とご協
力をお願いします。



　

改
選
に
伴
い
、
各
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
２
階

の
各
担
当
や
市
役
所
駅
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
配
布
す
る
募
集
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
人
で
、

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
人

応
募
方
法　
申
込
書
に
記
入
し
、

郵
送
か
直
接
担
当
に
ご
提
出
く
だ

さ
い

締
め
切
り　
12
月
４
日（
金
）※
消

印
有
効

▪担
農
業
振
興
課
薀
94-

４
６
４
８

　

農
業
委
員
会
事
務
局

薀
74-

５
２
９
３

　

本
市
と
秦
野
市
は
、
消
防
通
信

指
令
業
務
の
共
同
運
用
の
実
現
に

向
け
て
合
意
書
を
締
結
し
、
両
市

議
会
の
議
決
を
経
て
、
10
月
６
日

に｢

秦
野
市･

伊
勢
原
市
消
防
通

信
指
令
事
務
協
議
会｣
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

共
同
で
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
両
市
内

に
お
け
る
災
害
通
報
の
受

信
や
出
動
指
令
、
情
報
伝

達
な
ど
の
業
務
を
１
カ
所

で
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
互
い
に
ス
ム
ー

ズ
な
応
援･

受
援
体
制
が

と
れ
る
ほ
か
、
施
設
の
整

備
や
維
持
管
理
の
費
用
を

抑
え
る
効
果
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
の

運
用
開
始
に
向
け
、
施
設
の
設
計

や
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪担
消
防
総
務
課
薀
95-

９
１
４
３

農
業
委
員

　

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
な
ど

の
許
認
可
、
農
地
利
用
最
適
化
の

推
進
に
係
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数　
10
人

任
　
　
期　
３
年（
令
和
３
年
４

月
１
日
～
６
年
３
月
31
日
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

担
当
地
区
で
農
地
利
用
最
適
化

に
向
け
た
推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数　
12
人

任
　
　
期　
委
嘱
日
～
令
和
６
年

３
月
31
日

農
業
委
員･

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
募
集

秦
野
市･

伊
勢
原
市
消
防
通
信
指
令

事
務
協
議
会
を
設
置

共同消防指令センターのイメージ

（仮称）
秦野市･伊勢原市共同
消防指令センター

伊勢原市

秦野市

出動指令

出動指令
通報

通報

出動･活動

出動･活動

出動･活動

出動･活動

２第1210号　令和2（2020）年11月1日

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

～
１
８
９（
い
ち
は
や
く
） 

知
ら

せ
て
守
る 

こ
ど
も
の
未
来
～

　

全
て
の
子
ど
も
は
適
切
な
養
育

を
受
け
、
健
や
か
な
成
長･

発
達

や
自
立
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
保
障

さ
れ
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
虐
待

は
、
社
会
全
体
で
防
止
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

｢

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
子
ど
も｣

に
気
付
い
た
ら
、

迷
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
対

応
し
ま
す
。
そ
の
連
絡
は
子
ど
も

を
救
う
だ
け
で
な
く
、
虐
待
を
し

て
い
る
大
人
に
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
る
第
一
歩
に
も
な
り
ま
す
。

　

連
絡
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
虐
待
で
は
な

か
っ
た
場
合
も
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談･

連
絡
先

※
緊
急
時
は
１
１
０
番
通
報
を

子
ど
も
家
庭
相
談
課

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

県
平
塚
児
童
相
談
所

薀
73-

６
８
８
８

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

薀
１
８
９（
地
域
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
）

24
時
間
対
応

虐
待
相
談
か
な
が
わ

薀
90-

２
２
６
０

月･

水
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

４
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
啓
発

グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
行
い
ま
せ
ん
。

▪担
子
ど
も
家
庭
相
談
課

薀
94-

４
６
４
２

子
ど
も･

若
者
育
成
支
援
強

調
月
間

～
輝
く
未
来　
育
て
支
え
て　
見

守
っ
て
～

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
ニ
ー
ト
な

ど
、
子
ど
も
と
若
者
を
取
り
巻
く

問
題
は
年
々
、
多
様
化･

複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
青
少
年
に
関
わ

る
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
、
子
ど
も･

若
者
を
孤
立
さ

せ
ず
に
地
域
で
支
え
て
い
く
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
啓
発

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
行
い
ま
せ
ん
。

青
少
年
相
談

　

非
行
の
問
題
や
交
友
関
係
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が

相
談
を
受
け
ま
す
。

保
護
者
用
薀
94-
１
０
３
０

青
少
年
用（
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
）

薀
96-

０
８
０
０

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

メ
ー
ル
相
談

young ‒soudan 
@

isehara ‒city.jp

24
時
間
受
付
◇
回
答
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▪担
青
少
年
課
薀
94-

４
６
４
７

11
／
12
～
25

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
期
間

ス
ト
ッ
プ
！
Ｄ
Ｖ

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ

オ
レ
ン
ス
）は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受

け
る
暴
力
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
生
活
の
不
安
や
ス
ト

レ
ス
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加･

深
刻

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
４
月
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
１
万
３
２
２
３
件（
速
報

値
）で
、
昨
年
４
月
か
ら
約
３
割

増
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
を
尊
重
せ
ず
、
対

等
な
関
係
を
築
け
な
い
こ
と
か
ら

Ｄ
Ｖ
は
始
ま
り
ま
す
。
多
く
の
被

害
者
は
、
い
つ
暴
力
を
ふ
る
わ
れ

る
か
分
か
ら
ず
、
不
安
や
恐
怖
か

ら
言
動
を
制
限
し
、｢

自
分
が
悪

い
か
ら｣

と
自
ら
を
追
い
込
ん
で

し
ま
い
が
ち
で
す
。

殴
る
だ
け
が
Ｄ
Ｖ
じ
ゃ
な
い

　
Ｄ
Ｖ
は
怒
鳴
る
、
無
視
、
性
行

為
の
強
要
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い

な
ど
多
種
多
様
。
交
友
関
係
の
監

視
な
ど
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
制

限
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

も
し
か
し
て｢

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ｣

か
も

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
、
交
際
相
手
か

ら
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
体
に
傷

を
負
わ
せ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

メ
ー
ル
や
服
装
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

自
分
の
意
志
を
尊
重
さ
れ
な
い
言

動
に
よ
っ
て
苦
痛
を
感
じ
た
ら
、

被
害
に
遭
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を

　

市
で
は
専
門
の
女
性
相
談
員
が

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
自
分
だ

け
で
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

※
緊
急
時
は
１
１
０
番
通
報
を

市
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話

薀
91-

９
２
３
７

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

警
察
総
合
相
談
室

薀
０
４
５-

６
６
４-

９
１
１
０

ま
た
は
＃
９
１
１
０

24
時
間
対
応

Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）

薀
０
１
２
０-

２
７
９-

８
８
９

24
時
間
対
応

チ
ャ
ッ
ト（
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
）

毎
日
正
午
～
午
後
10
時

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

薀
＃
８
０
０
８（
最
寄
り
の
相
談

機
関
に
つ
な
が
り
ま
す
）

24
時
間
対
応

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職

員
が
電
話
相
談
を
受
け
ま
す
。

薀
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

と
き　
11
月
12
日（
木
）～
18
日

（
水
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時（
土･

日
曜
日
は
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）

▪担
人
権･

広
聴
相
談
課

薀
94-

４
７
１
６

11
／
25
～
12
／
１

犯
罪
被
害
者
週
間

～
小
さ
な
勇
気　
き
っ
と
だ
れ
か

の　
大
き
な
支
え
～

　

殺
人
、
傷
害
、
性
犯
罪
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
人
や
そ
の
家
族
は

体
や
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
財
産
を

奪
わ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
深
刻
な

問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た

う
わ
さ
や
中
傷
に
よ
っ
て
孤
立
し

た
り
、
さ
ら
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り

す
る
な
ど
二
次
的
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
は
、
い
つ
、
誰
が
巻
き
込

ま
れ
る
か
分
か
ら
ず
、
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
者

や
家
族
が
困
難
か
ら
立
ち
直
り
、

再
び
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
周
囲
の
人
々
が
理
解
や

配
慮
、
協
力
で
き
る
環
境
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
｢ギュッとちゃん｣

▪担
人
権･

広
聴
相
談
課

薀
94-

４
７
１
７

相
談
窓
口

か
な
が
わ
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

県
や
警
察
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
連

携
し
、
法
律
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
の
各

種
支
援
や
情
報

提
供
を
総
合
的

に
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
14
階（
横
浜
市
神
奈
川
区
鶴

屋
町
２-

24-

２
）

薀
０
４
５-

３
１
１-

４
７
２
７

月
～
土
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

11
月
の
主
な
月
間･

週
間･

運
動

施設ホームページ

女性に対する暴力
根絶のためのシン
ボルマーク
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▪時12月14日（月）午前9時30分〜11時30分▪場伊勢
原シティプラザ◇当日受付
集団がん検診（担当へ要申込）� 12/5〜15実施分
実施日 会　場 検査項目

12/ 5（土） 市役所分室 胃＊大腸 肺･結核

10（木）
伊勢原シティプラザ

胃＊大腸

14（月） 大腸 乳 子宮 骨量

15（火） 大腸 肺･結核
※ は午前のみ、■は午前･午後実施　＊締め切りました
胃がん検診▪対40歳以上の人▪費1200円◇受付時間＝

（男性）午前8時30分〜9時（女性）午前9時30分〜10時�
大腸がん検診▪対40歳以上の人▪費500円◇受付時間＝
午前10時〜10時30分、午後2時〜2時30分�肺･結核検
診▪対40歳以上の人▪費200円◇受付時間＝（男性）午前8
時30分〜9時（女性）午前10時〜10時30分�乳がん検診

（視触診＋マンモグラフィ）▪対40歳以上の女性▪費1700
円◇受付時間＝午前9時〜、午前10時30分〜、午後1
時〜、午後2時〜�子宮がん検診▪対20歳以上の女性▪費
900円◇受付時間＝午前9時30分〜10時、午後1時〜1
時30分
受診料免除　①70歳以上②生活保護世帯③世帯全員が住
民税非課税の人は、がん検診の受診料が免除になりま
す。②③の人は受診日の1週間前までに担当へ申請して
ください。

乳幼児健康診査･相談� 11/4〜24実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、

1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料
項　目 対　　象 日程･受付時間

4カ月児
　健康診査

令和 2年�6月16日〜30日生 11/17（火） 12：30〜
　13：30令和 2年�7月 1日〜15日生 11/24（火）

7カ月児
　健康相談

令和 2年 3月 1日〜15日生 11/ 6（金）  9：15〜
　10：15令和 2年 3月16日〜31日生 11/20（金）

お誕生日前
　健康診査

満10カ月〜誕生日前日に指定した医療機関
で受診。受診票は医療機関にあります。　

1歳6カ月児
　健康診査

平成31年 4月16日〜30日生 11/ 6（金）

12：30〜
　13：30

令和元年 5月 1日〜15日生 11/20（金）

2歳児歯科
　健康診査

平成30年11月 1日〜15日生 11/ 5（木）

平成30年11月16日〜30日生 11/19（木）

3歳児
　健康診査

平成29年10月 1日〜15日生 11/ 4（水）

平成29年10月16日〜31日生 11/18（水）

ごっくん離乳食教室
4〜6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ▪時11
月16日（月）午後1時〜2時30分（受付は午後0時45
分〜）▪場市役所分室▪定15人（申込順）

▪担子育て支援課薀94-4637

健康・子育て健康・子育て健康・子育て
休日夜間急患診療（1次救急）

伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内�

骨量測定相談会
骨量･血圧測定や健康･食事･歯と歯ぐきの相談

▪担健康づくり課薀94-4616

かながわ小児救急ダイヤル
薀045-722-8000　18：00〜24：00（年中無休）

伊勢原3大ロードレース大会ほかスポーツイベント
　12月〜令和3年3月に開催を予定していた「市民走れ走れ大会」「伊勢
原駅伝競走大会」「大山登山マラソン大会」は、大会役員の確保や参加
者らの安全確保が十分に図れないため、中止します。
　また、「障がい者スポーツ教室」「いせはらCITYウオーキング」も中
止します。楽しみにされていた皆さまには申し訳ありませんが、ご理
解をお願いします。
▪担スポーツ課薀94-4628

公民館まつり
　2月に各公民館で開催を予定していた「公民館まつり」は、感染症拡
大防止のため中止します。ご理解をお願いします。
▪担社会教育課薀93-7500

成年後見制度をご利用ください

●●●有料広告を募集します ●●●催し中止のお知らせ

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
薀93-5019
内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
14：00〜16：30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
薀95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00〜16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（薀95-2119）へお問い合わせください

※�休日夜間急患診療所･休日歯科診療所受診後は、
必ずかかりつけ医を受診してください

講演会�
「元気な今も、万が一のときも途切れのない安心を」
　安心した老後の備えをテーマに、遺言や任意後見制度について
弁護士が分かりやすくお話しします。
と　き　11月27日（金）午後1時30分〜3時30分
ところ　伊勢原シティプラザ
定　員　市内在住･在勤･在学の人50人（申込順）
申込み　11月2日（月）から、講演会名、氏名、電話番号を明記し
ファクシミリ、または電話で問い合わせ先にお申し込みください
▪問社会福祉協議会薀94-9600 94-5990　

　必要書類など詳しくは、各担当か市ホームページ「募集」でご確認ください。

市役所本庁舎
掲載場所　エレベーター横の壁面
規　　格　縦50㎝以内×横70cm以内、各階2枠（2階のみ下1枠）
掲載期間　12月21日（月）から1年間
広 告 料　見積もり合わせによる※別途使用
料として1枠につき年額1万円がかかります
申し込み　市役所3階の担当で配布する申込
書に記入の上、必要書類と見積書を添付し直
接担当にご提出ください
受付期間　11月2日（月）午前9時〜16日（月）午�
後3時
▪担管財契約検査課薀94-5020

ごみと資源収集カレンダー･いせはら分別ガイド
　市内全世帯や転入者に配布します。
掲載物品　①ごみと資源収集カレンダー②いせはら分別ガイド
規　　格　縦25㎜×横140㎜、各4枠
広 告 料　1枠5万円
発行部数　約6万7000部
発行予定　令和3年2月
申し込み　担当で配布する申込書に記入し、直接担当にご提出ください※申
込書は市ホームページ「募集」からも入手できます
締め切り　11月16日（月）

▪▪担環境美化センター薀94-7502
※デザインは変更する場合があります

●① カラー、A3判、両面

広 告 広 告

●② カラー、A2判2つ折り、両面

広 告 広 告
広 告 広 告

成年後見･権利擁護推進センター
と こ ろ　伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティ
プラザ1階（社会福祉協議会内）
電　　話　94-9600　ファクシミリ　94-5990
相談時間　月〜金曜日の午前8時30分〜午後�
5時（祝日、年末年始を除く）

　成年後見制度は、認知症や障がいなどの理由で判断能力が不十分な
人について、財産管理や契約といった法律行為を、家庭裁判所によっ
て選ばれた成年後見人や保佐人、補助人が代わりに行うものです。
　「身寄りが無く、一人暮らしでこれからが不安」「障がいのある子ど
もの将来が心配…」などの悩みや、制度について知りたいことがあり
ましたら、成年後見･権利擁護推進センターにご相談ください。
▪担福祉総務課薀94-4719

70ｃｍ

50ｃｍ

70ｃｍ

50ｃｍ広告

広告

◇下10cm部分に指定図を含んだ広告を作成し
ていただきます
◇下10㎝部分に指定図を含んだ広告
を作成していただきます

｢かかりつけ医｣｢かかりつけ歯科医｣
｢かかりつけ薬局｣を持ちましょう



広  報 45
伊
勢
原
に
は
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
地
域
に
残
る
文
化
財
を

周
辺
環
境
ま
で
含
め
て
総
合
的
に
保
護
･
継
承
す
る
た
め
、

平
成
28
年
に「
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」を
策
定
。
現
在
は「
市

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
い
う
と
、
寺
院
や
仏
像
と
い
っ
た
形
の
あ
る「
有

形
文
化
財
」を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、
形
の
な
い
芸
や

技
、
習
俗
行
事
と
い
っ
た「
無
形
文
化
財
」の
存
在
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

近
年
、
全
国
に
は
少
子
高
齢
化
や
継
承
者
不
足
に
よ
り
、

消
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
無
形
文
化
財
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歴
史
や
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
社
会
全
体
で
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

11
月
１
日
か
ら
７
日
は「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」で
す
。

今
回
は
市
に
所
在
す
る
無
形
文
化
財
と
、
そ
の
保
護
･
伝
承

の
た
め
に
熱
い
思
い
で
活
動
し
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
総
務
課

74
─
５
１
０
９

～
受
け
継
が
れ
る
無
形
文
化
財
～

大
山
阿
夫
利
神
社 

権ご
ん
禰ね

宜ぎ

目
黒
久く

仁に

彦ひ
こ

さ
ん（
34
歳
、
大
山
）

I
S
E
H
A
R
A
･
お
も
て
な

し
隊

斉
藤
勢せ

い
吾ご

さ
ん

（
80
歳
、
岡
崎
・
写
真
右
）

和
田
速は

や
男お

さ
ん

（
72
歳
、
小
稲
葉
・
同
左
）

宝
城
坊
神
木
の
ぼ
り
保
存
会 

会
長

成
瀬
徳と

く
春は

る
さ
ん

（
72
歳
、
上
粕
屋
）

青
木
優
太
さ
ん（
18
歳
、
大
山
）
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想
い
が
連
な
り
、

カ
タ
チ
が
残
る

現
代
社
会
に
お
い
て
道
を
照

ら
す
も
の
と
い
え
ば
、
車
の
ラ

イ
ト
や
道
路
照
明
で
し
ょ
う

か
。
で
も
、
か
つ
て
大
山
へ
と

向
か
う
参
拝
者
は
、
地
域
の
人

が
と
も
す
灯
籠
を
頼
り
に
し
て

い
た
ん
で
す
。
夜
に
な
り
山
の

稜り
ょ
う

線せ
ん

が
見
え
づ
ら
く
な
る
中
、

宝
城
坊
の
近
く
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
が
、
神
木
の
ぼ
り
の

存
在
を
知
っ
た
の
は
30
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
な
ん
で
す
。
そ
れ
以

降
、
地
域
に
残
る
大
切
な
行
事

を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
平
成
29
年
に
保
存
会
を
作

り
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー

は
９
人
。
日
向
地
区
に
住
ん
で

以
来
、
３
０
０
年
以
上
の
伝
統

を
誇
る
神
事
芸
能
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
５
月

５
日
、
８
月
28
日
と
、
10
月
の
火

祭
薪
能
の
日
に
大
山
阿
夫
利
神
社

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
山
能
は
、
江
戸
時
代
の
元
禄

年
間
に
紀
州
の
観
世
流
能
楽
師
･

貴き

志し

又ま
た

七し
ち

郎ろ
う

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。

御お

師し（
先
導
師
）が
土
産
物
と
し
て

講
へ
配
り
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
山
詣
り
の
代
表
的

な
土
産
物
と
し
て
定
着
。
５
人
の

職
人
を
製
作
技
術
の
保
持
者
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

大
山
こ
ま
は
、
大
山
の
木
材
を

利
用
し
て
木き

地じ

師し

が
生
産
し
た
木

工
品
。
大
山
詣
り
が
盛
ん
に
な
る

江
戸
中
期
に
は
、
家
内
安
全
や
商

売
繁
盛
を
呼
び
込
む
縁
起
物
と
し

て
参
拝
者
が
買
い
求
め
た
ほ
か
、

暗
闇
を
照
ら
す
独
特
の
赤
い
光
は
歩

み
を
進
め
る
人
々
の
心
を
高
揚
さ

せ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

伊
勢
原
が
持
っ
て
い
る
独
自
の

「
お
も
て
な
し
文
化
」を
後
世
に
残
し

た
い
…
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
平
成
22

年
に
隊
を
設
立
し
ま
し
た
。
27
年
に

は
灯
籠
行
事
に
つ
い
て
の
調
査
報
告

書
を
作
り
、
市
登
録
文
化
財
に
推
薦

し
ま
し
た
。
隊
と
し
て
も
自
治
会
や

地
域
の
方
々
と
協
力
し
、
毎
年
夏
に

な
る
と
明
か
り
を
と
も
す
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
会
と
一
緒
に
竹
灯

籠
を
作
る
試
み
も
し
て
い
ま
す
。
家

の
前
に
置
い
て
あ
る
の
を
見
か
け
る

と
、
活
動
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た

と
実
感
し
ま
す
。
11
月
28
日（
土
）ま

で
中
央
公
民
館
で「
馬
渡
・
新
屋
子

ど
も
会
制
作
灯
籠
展
」を
し
て
い
ま

す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ

ひ
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

い
る
50
代
以
上
が
中
心
で
す
。

道
灌
ま
つ
り
や
文
化
財
フ
ェ
ス
タ

で
も
披
露
し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的

に
楽
し
む
な
ら
宝
城
坊
の
例
大
祭
で

す
ね
。
今
年
は
残
念
な
が
ら
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
例

年
１
０
０
０
人
以
上
が
訪
れ
る
一
大

行
事
で
す
。

山
伏
が
約
５
メ
ー
ト
ル
の
シ
イ
の

木
に
登
り
、
刀
を
抜
く
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
迫
力
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
本
来
は
祈
願
文
を
読
み
上
げ
、

参
詣
者
の
家
内
安
全
を
祈
る
神
聖
な

儀
式
で
す
。

ま
ず
は
見
に
来
て
も
ら
い
、
興
味

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
願

わ
く
は
多
く
の
人
に
携
わ
っ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

国
や
地
方
自
治
体
で
は
、
法
や
条
例
で
定

め
ら
れ
た
２
つ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
地
域
に

残
る
文
化
財
を
守
っ
て
い
ま
す
。

指
定
文
化
財

地
域
に
所
在
す
る
文
化
財
の
う
ち
、
学
術

的
価
値
が
高
く
、
歴
史
を
理
解
す
る
上
で
重

要
な
も
の
を
保
護
す
る
制
度
。
補
助
金
な
ど

の
手
厚
い
保
護
が
あ
る
が
、
許
可
・
届
け
出

と
い
っ
た
規
制
も
受
け
る
。

登
録
文
化
財

社
会
的
評
価
が
確
立
す
る
前
に
、
土
地
の

開
発
や
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
も
の
を
保
護
す
る
制
度
。
指
定

文
化
財
ほ
ど
の
補
助
は
な
い
が
、
比
較
的
規

制
は
緩
く
、
知
名
度
の
向
上
や
税
の
免
除
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
内
に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
に

誇
り
を
持
ち
、
多
く
の
人
々
に
よ
り
育

ま
れ
て
き
た
宝
物
を
未
来
に
残
そ
う
と

励
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。

大
山
阿
夫
利
神
社
の
神
前
に
奉

納
さ
れ
る
神か

ぐ

楽ら

舞ま
い

。
明
治
６
年
に

神
官
の
権ご

ん

田だ

直な
お

助す
け

が
、
奈
良
の
春

日
大
社
の
富
田
家
か
ら
伝
授
さ
れ

た
も
の
で
す
。

倭
舞
は
腰
に
刀
を
差
し
、
手
に

は
榊さ

か
き

や
扇
を
持
っ
て
舞
い
、
巫
子

夏
山
の
時
期
に
街
道
沿
い
や
道

の
辻
に
立
て
ら
れ
て
毎
晩
点
灯
さ

れ
、
夜
間
に
大
山
へ
向
か
う
参
拝

者
の
案
内
を
務
め
た
灯
籠
。
市
内

で
は
小
稲
葉
に
４
件
、
高
森
、
東

大
竹
に
そ
れ
ぞ
れ
１
件
現
存
し
て

い
ま
す
。

舞
は
額
に
花
か
ん
ざ
し
を
付
け
、

五
色
の
布
を
垂
ら
し
た
鈴
や
扇
を

持
っ
て
舞
い
ま
す
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継

が
れ
、
毎
年
８
月
28
日
の
秋
季
例

大
祭
で
は
社
務
局
で
披
露
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
も
定
期
的
に
新
し
く
作

り
直
さ
れ
て
お
り
、
灯
籠
を
立
て

る
行
事
自
体
が
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。

今
も
こ
の
行
事
を
続
け
て
い
る

６
団
体
を
、
保
持
団
体
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

修
験
者
が
峰み

ね

入い
り

の
修
行

の
前
後
に
、
安
全
を
祈
願

し
て
行
っ
た
儀
式
が
起

源
。
明
治
時
代
初
期
に
修

験
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で

一
時
は
途
絶
え
ま
し
た

が
、
昭
和
49
年
に
復
活
。

多
く
の
参
拝
者
が
集
ま
る

宝
城
坊（
日
向
薬
師
）春
の

例
大
祭
で
は
メ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
儀
式
を
伝
え
る
保

存
会
を
、
保
持
団
体
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
時

代
、
舞
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。

初
め
て
大
勢

の
前
で
舞
っ
た
時
の
記
憶
は
、
恥
ず

か
し
さ
も
あ
り
今
も
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
る
地
元
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

現
在
も
舞
人
と
し
て
市
内
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
い
る
ほ
か
、

大
学
で
は
観
光
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
、
大
山
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
大

人
に
な
り
た
い
で
す
。

無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
態
が
長
引
け
ば
、
歴
史
が
途
絶
え

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

大
山
の
人
に
と
っ
て
、
人
前
で
舞

う
こ
と
は
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
そ

れ
を
真
似
し
て
子
ど
も
た
ち
は
感
受

性
を
養
い
ま
す
。
新
し
い
日
常
の
中

で
も「
残
す
べ
き
日
常
」が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

育
っ
て
い
ま
す
、
若
き
継
承
者

「
子
ど
も
た
ち
の
踊
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
」。
大
山
を
訪
れ
た
人
か

ら
、
こ
ん
な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
倭
舞
は
11
曲
、
巫
子

舞
は
９
曲
が
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
神
楽
舞
が
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
し
く
、
近
現
代
の「
大
山
詣
り
」を

構
成
す
る
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
大
山
に
住
む
先
導
師
の

子
に
し
か
伝
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
今
の
社
会
で
そ
れ
を

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
私
自
身
、

大
山
に
住
む
者
で
あ
る

と
同
時
に
伊
勢
原
市
民

と
し
て
の
自
覚
が
あ
り

ま
す
。
伝
統
芸
能
は
市

全
体
で
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
点
で
、
私

が
教
え
て
い
る「
舞
ク

ラ
ブ
」は
一
つ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
は
児
童

約
15
人
が
所
属
し
て
お

り
、
毎
週
水
曜
日
に
大

山
小
学
校
の
体
育
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
経

験
し
た
子
に
は
地
元
に
誇
り
を
持

ち
、
そ
れ
を
海
外
の
人
に
も
語
れ
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
こ
う
し
た
芸
能
は
誰
か
が

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
無

く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
。
人
に
よ
っ

て
細
か
い
所
作
が
変

容
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
含

め
て
舞
の
歴
史
で

す
。
し
か
し
、
伝
承

の
機
会
自
体
が
無
く

な
れ
ば
深
刻
な
状
況

に
な
り
ま
す
。
最
近

で
言
え
ば
、
イ
ベ
ン

ト
が
次
々
に
中
止
と

な
り
、
披
露
の
場
が

文
化
財
保
護
の

た
め
の
制
度

未
来
に
つ
な
げ
る｢

地
域
の
宝｣

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
伊
勢
原
の
無
形
文
化
財

大
山
阿
夫
利
神
社
の
倭や

ま
と

舞ま
い

及
び
巫み

子こ

舞ま
い

大
山
灯と

う

籠ろ
う

行
事

宝
城
坊
の
神し

木ぎ

の
ぼ
り

県
指
定
文
化
財

市
登
録
文
化
財

市
登
録
文
化
財

大切に保管されている衣装

馬渡子ども会の児童が作った竹灯籠受け継がれた祈願文を持つ成瀬さん

倭舞（上）と巫子舞（下）

平成27年に作り直された灯籠（小稲葉）

良
さ
を
間
近
で

感
じ
て
ほ
し
い

「
お
も
て
な
し
の
心
」を

残
し
た
い

誇
る
べ
き
伝
統
を

伝
え
た
い

昨年10月の火祭薪能で
舞を披露する青木さん

大
山
能
狂
言

市
指
定

文
化
財

大
山
こ
ま
の

製
作
技
術

市
指
定

文
化
財



６７ 第1210号　令和2（2020）年11月1日第1210号　令和2（2020）年11月1日 広  報

図書館

子ども科学館

市民文化会館

公民館

市体育館

いせはらサンシャイン・スタジアム

武道館

行政センター体育館･弓道場

▪時日時　▪場場所　▪対対象　▪定定員　▪費費用　▪申申し込み　▪締締め切り
▪問問い合わせ　▪担担当　　薀電話番号　 FAX番号　 メールアドレス

11/1～30
お知らせ information

中央備蓄倉庫を運用開始しました
新東名高速道路の高架下を活用した
中央備蓄倉庫が完成し、運用を開始
しました。市内38カ所の避難所に設
置している防災備蓄倉庫の拠点施設
として、大型資機材などを備蓄し大
規模災害に備えます◇設置場所＝下
糟屋3035番地1

▪担危機管理課 94-4865

木造住宅の耐震化補助申請はお
早めに

予算の範囲内で先着順に受け付けま
す。工事などの着手前に市役所2階
の担当へご相談ください▪対昭和56年
5月31日以前に在来軸組工法で建築
された木造住宅◇補助金額＝【耐震
診断】全額（限度額10万円）【耐震改修
工事】工事および工事監理費用の1/2

（限度額50万円）【除却工事】工事およ
び工事監理費用の
1/2（限度額25万円） 
※相談・申請の際
は、事前に担当へ
連絡を
▪担建築住宅課 94-4790

令和元年台風第15･19号被災住宅
の補修費補助は12/28（月）まで

屋根や外壁などの耐震性向上を図る
費用を県が補助します。申請方法な
ど詳しくは、担当へ◇対象者＝半壊
または一部損壊で罹

り

災
さい

証明を受けた
居住用住宅の所有者※災害救助法に
基づく応急修理制度の利用者を除く
◇対象工事＝10万円（税込み）以上で
12月15日（火）までに完了するもの◇
補助額＝工事費の20％以内（限度額
30万円）
▪問県住宅計画課
045-210-6535（制度全般）
▪担建築住宅課 94-4782

公園愛護会を募集
地域住民やグループで、公園の清掃
や花壇の管理などを行います。美化
活動を通じて地域の絆を深め、住み
よいまちをつくりませんか◇活動場
所＝市内の都市公園か担当が管理す
る緑地◇報奨金か
消耗品の支給、花
苗の提供あり▪申電
話で担当へ
▪担みどり公園課 94-4759

東京2020オリンピック聖火リレー 
新たな日程が決定

大会組織委員会から、聖火リレーの
新たな日程が発表されました。本市
では令和3年6月28日（月）に大山で行
われます◇ルートやランナーに変更
はありません
▪担スポーツ課 94-4628

配偶者の扶養から外れたら国民
年金の届け出を

厚生年金などの第2号被保険者に扶
養されている配偶者（第3号被保険者） 
が扶養から外れたときは、国民年金
への資格変更が必要です。扶養から
外れた日付を確認できる書類と年金
手帳、マイナンバーカード、印鑑を
持参し市役所1階の担当で手続きを。
▪担保険年金課 94-4520

11/9～15　秋季火災予防運動
空気が乾燥し、暖房器具などで火気
を取り扱う機会も多くなることから
火災が発生しやすくなる季節です。
大切な生命や財産を守るため、火の
元の点検を行うなど火気の取り扱い
には十分注意しましょう。また住宅
用火災警報器を設置していない人は
早めに設置しま
しょう。期間中
は消防車による
巡回広報などを
行います。
▪担消防本部予防課 95-2117

下水道事業計画変更案の縦覧
期間中は意見書を提出できます◇案
件＝伊勢原市公共下水道事業計画

（伊勢原第3号公共下水道）▪時11月4日
（水）～17日（火）の午前8時30分～午
後5時▪場市役所1階ロビーかアクアク
リーンセンター2階の担当
▪担下水道経営課 92-3341

新小学校1年生の就学相談
令和3年4月に小学校入学予定で、特
別支援学級への入級や特別支援学校
への入学など、教育的配慮を必要と
する子どもの保護者を対象に相談を
受けます▪時平日の午前9時～午後5時
（年末年始を除く）▪申事前
に電話で担当へ※受け付
けは原則として11月30日

（月）まで
▪担教育センター 74-5253

令和3年度善意銀行配分金の申
請団体を募集

地域福祉団体の自立と活動の推進を
図るため、自主的で公益的な地域活
動に必要な経費の一部を助成しま
す。対象となる団体や申し込み方法
など詳しくは、担当へ◇配分内容＝
対象事業経費の75％（限度額10万円）
◇受付期間＝11月2日（月）～令和3年
1月29日（金）
▪担社会福祉協議会 94-9600

催　　し 講座・教室など
event

高血圧予防の食生活
高血圧が気になる人向けの管理栄養
士による講話▪時12月4日（金）午前10
時30分～11時30分▪場中央公民館▪対市
内在住･在勤の人15人（申込順）▪申住
所、氏名、年齢、電話番号を明記し
FAX、または電話か直接市役所分室 
の担当へ
▪担健康づくり課 94-4609 93-8389

探鳥会
グリーン･インストラクターと一緒
に小田原･狩川周辺で水鳥を観察▪時
11月28日（土）午前9 
時30分～※雨天時は
12月5日（土）に延期 
◇集合＝蛍田駅▪定30
人（申込順) 
▪担みどり公園課（いせはらサンシャ
イン･スタジアム内） 96-6466

友愛電話初級講習会
ひとり暮らしの高齢者や障がいがあ
る人と電話で話をするボランティア
を養成▪時11月9日（月）午後1時30分～
3時30分▪場伊勢原シティプラザ▪申住
所、氏名、電話番号を明記しFAXか
電子メール、または電話で担当へ
▪担社会福祉協議会
94-9600 94-5990
info@isehara-shakyo.or.jp

図書館　薀92-3500

図書館ミニギャラリー
ミエリョウジ伊勢原美

び

博
はく

展  ～ラ!! 
ハセイギツア～
▪時11月5日（木）～15日（日）

野の会による視覚障がい者向け
対面朗読サービス

希望する人は電話で申し込みを。

秋から冬の読書マラソン大会
令和3年2月28日（日）までの期間中に
100冊の本を読んだ先着10人にメダ
ルを授与。参加方法など詳しくは、
担当へ。

※費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は
「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）

※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

国民健康保険税···················· 8期分
介護保険料 ··························· 8期分
後期高齢者医療保険料 ········ 5期分

納期のお知らせ
納期限11月30日（月）

市内の交通事故件数

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

9月 1～9月
発　生 23 181（+32）
死　者  1   1（－ 1）

負
傷
者

計 28 215（+21）
重  3  10（+ 5）
軽 25 205（+16）

11/2･4･9･11･16･24･30

11/2･4･9･11･16･24･30

11/9･23

11/2･9･16･30

利用基準や休館日を変更している場
合があります。詳しくは各施設へ。

11/2･3･9･16･23･30
※中央公民館は11/2･3･9･16は開館
※大田公民館は11/2･16は開館

11/2･9･16･24･30

11/2･9･16･30

11/2･9･16･30

モザイクアートの写真を募集中です
　インターネットで寄せられた写真
を組み合わせ、日本遺産｢大山詣り｣
を描いた浮世絵を再現します。完成
作品は令和3年3月から市役所で展示
するほか、市ホームページに掲載し
ます。あなたの写真を市の歴史に刻
みませんか。
　スマートフォンなどから簡単に応
募でき、未来に向けたメッセージを
添えることもできます。詳しくは市
ホームページ｢市制50周年サイト｣→｢記念事業｣→｢みんな 
の写真でモザイクアートをつくろう!｣をご覧ください。
皆さんの思いを一つにして作品を作り上げましょう。
締め切り　11月13日（金）午後11時59分
▪担経営企画課 94-4845

電話番号のおかけまちがいにご注意ください

新型コロナウイルス感染症の影響で、イベン
トなどが中止となっている場合があります

みんなの伝言に掲載を希望する人は、掲載希望号発行日の2カ月前から1カ月
前までに書面で広報戦略課へ。先着順に受け付けます。

● イ ベ ン ト ●

●秋の紅葉ハイク
塔の山や聖峰の紅葉と相模湾の眺望
を楽しむ▪時11月29日（日）午前10時～
午後3時◇集合＝いせはら塔の山緑
地公園▪対小学生以上の人30人（申込
順、小学生は保護者同伴）
▪問いせはら塔の山緑地公園 95-5551

● 会 員 募 集 ●

●夢カラオケクラブ藤
健康で楽しく仲間づくり▪時月3回金
曜日午前9時30分～正午▪場中央公民
館▪費入会金1000円、月1800円
▪問藤島 090-3239-6700
●太極拳サークル
コロナに負けない体づくり▪時毎週月
曜日午後1時30分～3時30分▪場伊勢原
南コミュニティセンター▪対20歳以上
の人▪費1回500円
▪問田

た

爪
づめ

94-6783
●伊勢原英会話クラブ
英会話?今でしょ!▪時毎週木曜日午後 
7時～9時▪場中央公民館▪対中学生以上
の人▪費月3000円
▪問田爪 94-6783

「みんなの写真
でモザイクアー
トをつくろう！」

完成イメージ（原画を加工）。ホーム
ページでは応募写真の位置などを検索
できます

ウオームシェアいせはら
　冬場の暖房使用を見直し、職場
や地域で暖を分け合う取り組みで
す。次の施設を「いせはらシェア
スポット」として登録しました。
営業時間中、暖をとる場所として
ご利用ください。
※新型コロナウイルスの感染拡大
を防止するため、各施設のルール
を守ってご利用ください
公共施設　◇市役所◇市役所1階
レストラン（お食事処 しいの木）
◇市民文化会館◇図書館
民間施設　◇横浜銀行伊勢原支店
◇厚木ガス伊勢原支店◇イトー
ヨーカドー伊勢原店◇イオン伊勢
原店◇日産サティオ湘南伊勢原店

◇WEショップ･ 
いせはら◇伊勢
原ボウリングセ
ンター◇だいろ
くコミュニティ
広場来るりん◇
ヨークマート伊
勢原店･伊勢原
成瀬店◇伊勢原
駅観光案内所（駅ナカ クルリンハ
ウス）◇ベルク伊勢原白根店◇ア
サヒショッピングセンター◇セブ
ンイレブン伊勢原田中店･伊勢原
桜台1丁目店･伊勢原東海大学病院
前店
▪担環境対策課 94-4737

11/1～1/31

このステッカーが
目印です

11 月 の 相 談 会場は原則、市役所1階市民相談室
費用はすべて無料
　　マークは予約制、〔　〕は相談員予約

消
費
生
活
相
談

月～金曜日
9：30～12：00、 13：00～16：00
訪問販売など契約に関するト
ラブルの苦情や相談
〔消費生活相談員〕
▪担消費生活センター　薀95-3500

税
務
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

17日（火）13：00～16：00
相続、贈与、土地売買などに
伴う税金の相談〔税理士〕

予約

行
政
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

18日（水）13：30～16：00
国の行政全般に関する苦情や
要望など〔行政相談委員〕

予約

不
動
産
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

19日（木）13：30～16：00
土地や建物の取引や賃貸に関
する相談〔宅地建物取引士〕

予約

▪担平塚保健福祉事務所秦野センター保健予防課
薀82-1428（代）

5日（木）･6日（金）、12月2日（水）
13：30～16：00
精神的な不調やアルコールの
問題など〔専門医〕
会場＝伊勢原シティプラザ

認
知
症
相
談

精
神
保
健
福
祉・

予約
11日（水）13：00～15：00
高齢者や障がい者の契約行為
や財産管理における権利擁護
についての相談〔行政書士〕
会場＝伊勢原シティプラザ
▪担成年後見･権利擁護推進センター
薀94-9600

行
政
書
士
相
談

成
年
後
見
な
ど
の

予約

行
政
書
士
相
談▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

9日（月）13：30～16：00
行政手続き書類作成や遺言、
相続、会社設立の書類作成方
法などの相談〔行政書士〕

予約

▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

12日（木）13：00～16：00
登記、相続、遺言、多重債務、
成年後見制度などの相談
〔認定司法書士〕

司
法
書
士
相
談

予約

▪締11月20日（金）
▪担建築住宅課　薀94-4782

25日（水）13：00～16：00
管理組合の運営や大規模修繕
工事に関する相談
〔マンション管理士〕

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

予約

18日（水）16：00～18：00
高齢者や障がい者に関する法
律相談〔弁護士〕
会場＝伊勢原シティプラザ

な
ど
の
法
律
相
談

高
齢
者･

障
が
い
者

▪担成年後見･権利擁護推進センター　
薀94-9600

予約

法
律
相
談
▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

 6日（金）･13日（金）･
20日（金）･27日（金）
13：00～16：00
相続･夫婦･金銭のトラブル、
多重債務などの相談〔弁護士〕
◎予約は、相談日の週初めから

予約

▪担人権･広聴相談課　薀94-4717

11日（水）13：30～16：00
年金や社会保険、労働災害な
どに関する相談
〔社会保険労務士〕

社
会
保
険
労
務
士
相
談

予約

本の消毒機を設置
館内の本を一度に
6冊まで除菌･消臭
できます。1階入
り口付近にありま
すので、ご活用く
ださい。

子ども科学館　薀92-3600

展示室は一部再開しています。プラ
ネタリウム、工作教室など館内のイ
ベントは全て予約制で、人数制限が
あります。申し込み方法など詳しく
は、施設かホームページで確認を。

※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です

大人 小･中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円

プラネタリウム投影番組

土･日曜日、 祝日 10:30◎/13:30○/
15:30◎

　新型コロナウイルス感染症の影響
で、掲載しているイベントなどが中
止や延期となる場合があります。詳
しくは各担当か市ホームページ｢新型 
コロナウイルス感染症に伴うさまざ
まなお知らせ｣でご確認ください。
　イベントなどに参加する際は、検
温やマスク着用、手洗いなどの予防
対策にご協力ください。

　人権相談は、11月中は市役所
での相談を中止します。
▪担人権･広聴相談課薀94-4716

11月13日（金）まで 市制50周年記念事業

　LPガス（プロパンガス）は販売
店によって設備やサービスに違い
があり、料金が異なります。格安
料金の話には思わぬ落とし穴が潜
んでいます。現在の料金やサービ
スに疑問があるときは、まず販売
店やお客様相談窓口に問い合わせ
ましょう。

トラブルに遭わないために
◇契約料金がいつまで保証され
るか確認しましょう
◇契約書を見て屋内配管の所有
者を確認しましょう。契約を解
除すると配管代を請求されるこ
とがあります

しつこい勧誘にお気を付けください！

写真
募集

市ホームページ

詳しくは10月1日号か市ホームペー
ジ「いせはらシティプロモーション」
をご覧ください。

ガスの契約変更は慎重に ｢保険を使って住宅修理｣は要注意

LPガスに関する相談窓口
県LPガスお客様相談所
0120-244-566

月～金曜日の午前8時30分～午後5
時、土曜日の午前10時～午後4時

（祝日を除く）

　｢火災保険を使って自己負担な
く住宅の修理ができる｣と勧誘す
る、住宅修理サービスに関する相
談が多数寄せられています。勧誘
されてもすぐに契約せず、まずは
加入している保険会社や保険代理
店に相談しましょう。
　不安なことやト
ラブルがあった場
合は、お早めに消
費生活センターへ
ご相談ください。

消費生活に関する相談窓口
市消費生活センター 95-3500
月～金曜日の午前9時30分～正午、
午後1時～4時（祝日、年末年始を 
除く）
消費者ホットライン 188（局番な
し）※最寄りの消費生活相談窓口
につながります
▪担人権･広聴相談課 94-4717

◎＝親子･一般向け番組｢ハナビリウム｣
　　※10：30の回は星空解説なし
○＝親子･一般向け番組｢銀河鉄道の夜｣
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草木類は大事な資源です

子
ど
も
の
無
病
息
災
を

願
う
地
域
の
民
俗
行
事れ

て
い
ま
す
。
回
っ
て
き
た
家
庭

で
は
、
お
供
え
物
な
ど
で
も
て
な

し
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
は
、
子
の
名
前
と
生

年
月
日
を
書
い
た
三
角
形
の
袋
を

作
り
、
そ
れ
を
地
蔵
に
飾
っ
て
健

康
祈
願
を
し
ま
す
。

廻
り
地
蔵
信
仰
の
起
源

１
７
０
７
年
に
起
こ
っ
た
富
士

山
の
噴
火（
宝ほ
う

永え
い

大
噴
火
）で
は
火

山
灰
が
伊
勢
原
に
も
降
り
積
も

り
、
農
地
を
耕
作
困
難
に
し
ま
し

た
。
こ
の
影
響
で
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
栄
養
不
足
や
病
気
で
亡

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
は

し
か
の
流
行
な
ど
も
あ
り
、
当
時

は
子
ど
も
が
育
ち
に
く
い
状
況
で

し
た
。

時
を
経
て
、
三
ノ
宮
の
栗
原
地

区
に
あ
る
保ほ
う

国こ
く

寺じ

の
11
代
目
住

職
・
孝こ
う

戒か
い

は
子
ど
も
の
健
康
と
成

長
を
願
っ
て
約
３
ｍ
の
大
地
蔵
と

１
０
０
体
の
廻
り
地
蔵
を
作
り
、

村
々
へ
配
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
お
地
蔵
さ
ま
の
お
か
げ

で
、
孫
が
生
ま
れ
た
ん
で
す
よ
」

と
話
す
の
は
串
橋
在
住
の
横
山
恵

美
子
さ
ん
。「
長
男
が
生
ま
れ
た

と
き
、
健
康
で
元
気
に
育
つ
よ
う

に
と
祖
母
が
袋
を
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
長
男
も
大
人
に
な

り
、
今
年
息
子
が
生
ま
れ
た
の

で
、
私
も
袋
を
作
っ
て
お
地
蔵
さ

ま
に
飾
り
ま
し
た
」と
、
う
れ
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
を
守
る
気
持
ち
を
大
切
に

昨
今
で
は
、
親
が
子
に
食
事
を

与
え
な
い
な
ど
痛
ま
し
い
虐
待
の

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

「
子
は
宝
、
い
つ
の
時
代
も
大

事
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」。

お
話
を
聞
い
た
保
国
寺
の
北
條
住

職
の
お
言
葉
は
、
廻
り
地
蔵
の
信

仰
の
意
味
を
考
え
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
い
せ
は
ら

文
化
財
サ
イ
ト
」→「
文
化
財
映
像

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」で「
保
国
寺
の
廻

り
地
蔵
」の
記
録
映
像
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す

廻ま
わ

り
地
蔵
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見

慣
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
り
、
何
を

信
仰
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
地
蔵
は「
子
育
て
地
蔵
」と

も
呼
ば
れ
、
脇
に
赤
子
を
抱
い
て

お
り
、
高
さ
約
60
㎝
、
幅
約
27

㎝
、
奥
行
き
約
22
㎝
の
木
の
お
堂

に
入
っ
て
い
ま
す
。
比
々
多
地
区

で
は
、
人
の
手
に
よ
り
地
域
の

家
々
を
一
晩
ご
と
に
巡
回
し
て
い

る
こ
と
か
ら
一
夜
地
蔵
と
も
呼
ば

比々多地区の廻り地蔵。左下は保国寺の大地蔵

出し方は2通り

深紅に輝く紅葉と、眼下にきらめく街
の明かりが織り成す幻想的な世界が堪能
できます。期間中は大山ケーブルカーが
延長運行します。
お出かけの際は、感染症予防対策にご
協力ください。
と　き　�11月21日（土）〜29日（日）の日没から午後7時まで※土・日曜日、

祝日は午後8時まで
ところ　大山寺、大山阿夫利神社下社

一部駐車場からは「大山ケーブル」バス停までシャトルバスが運行されま
す。詳しくは担当か市ホームページ「伊勢原観光ガイド」でご確認ください。
と　き　期間中の土・日曜日、祝日　午前9時〜午後7時30分
ところ　大山小学校　ほか

市ホームページ「いせはら文化財サイト」→「文化財映像ライブラリー」→
「日本遺産プロモーション映像(秋版)」

家庭から出るせん定枝や刈草、落ち葉といった草木類を収集・資源化
しています。収集した草木類は細かく砕かれ、農作物を育てる堆肥や、
家畜の飼育に使う敷材に生まれ変わります。燃やすごみを減らすため、
ご協力をお願いします。

戸別収集…事前に電話で担当にお申し込みください。日程調整後、各家
庭へ収集に伺います。
【収集できる大きさ・量の目安】
◇�束の場合=1本当たり長さ1m以内、太さ15cm以内で、1束当たり直径
40cm以内の束が3束以上
◇袋の場合=45ℓの袋2袋以上または90ℓの袋1袋以上
自己搬入…排出する草木類を担当に持ち込んで「搬入確認済書」の発行を
受けた後、市内2カ所の資源化事業者（西富岡または石田）に直接搬入し
てください。大きさや量の制限はありません。
搬入確認済書の発行日時　月〜土曜日の午前9時〜11時、午後1時30分〜
4時（祝日、事業者の休業日を除く）

大山の紅葉ライトアップ

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
川
戸
光
久
さ
ん

環境美化センター 94-7502

間
ま ぜ な い

瀬内ワケル先生

なぜなにリサイクル教室
ワケル先生の

混ぜればごみ　分ければ資源

臨時駐車場を開設します

◇大山の紅葉の様子が映像で見られます

商工観光課 94-4729

次のものは資源化の対象外です。ご注意ください。
◇�毒性があるもの(キョウチクトウなど)、竹、笹、芝生、果実、根株
◇除草材や砂(砂利)、多量の土が付いたもの
◇ごみが混ざっているもの
◇�造園業者やシルバー人材センターなど事業者に依頼したもの

撮影／目黒久仁彦さん
（シティプロモーション公認サポーター）


